
   1頁
令和 7年11月 6日事務事業評価シート（１/２）
17時01分08秒

【関連予算情報】評価年度 令和 6年度 進捗区分 １次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001154010 国保年金課国保係

事務事業 02222 国民健康保険給付事務 電話番号 0566-71-2230
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 001 しくみ
分野別 003 ３福祉
施策の取組 006 健康保険・福祉医療制度の提供
事務事業 011 国民健康保険給付事務

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成元年度事業期間 ～
実施方法 直営 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 国保特会 事業区分 義務的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト ○
根拠法令等 国民健康保険法、国民健康保険法施行令、安城市国民健康保険条例

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象

目的

手段

事務内容 療養給付費、療養費、高額療養費、出産育児一時金、葬祭費等の支給

（単位：千円）【コスト】
令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 9,345,952 9,178,642 9,813,255
事業費 9,318,232 9,150,502 9,783,855
国庫支出金 0 0 0
県支出金 9,220,049 9,057,291 9,689,814
地方債 0 0 0
その他 0 0 0
一般財源 98,183 93,211 94,041

人件費計 27,720 28,140 29,400
正規（人） 4.20 4.20 4.20

その他経費 0 0 0

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

支給総額（千円） 支給総額（千円） 支給総額（千円）
9,318,232千円 9,150,502千円 9,783,855千円

【事務事業活動実績】

IP27P040



   2頁
令和 7年11月 6日事務事業評価シート（２/２）
17時01分08秒

評価年度 令和 6年度 進捗区分 １次評価
所属 0001154010 国保年金課国保係
事務事業 02222 国民健康保険給付事務

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 保険給付は、他の事業主体が行うものではありません。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 適正に保険給付を執行することが市民ニーズの向上に繋がります。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3

理由
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 内容点検により適正な保険給付を行っています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 他の自治体も同様の事務を行っています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
被保険者の減少に伴い、保険給付費総額は減少していますが、一人当たりの医療費は増加傾向にあります。保険

採択給付費の抑制は公費負担や被保険者の負担軽減に繋がりますので、点検項目のマニュアル化や自動化を進めるな
ど、引き続き医療費の適正化に努めてまいります。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



   3頁
令和 7年11月 6日事務事業評価シート（１/２）
17時01分08秒

【関連予算情報】評価年度 令和 6年度 進捗区分 １次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001154010 国保年金課国保係

事務事業 02253 国民健康保険償還金加算金事務 電話番号 0566-71-2230
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 001 しくみ
分野別 003 ３福祉
施策の取組 001 ３福祉　その他
事務事業 027 国民健康保険償還金加算金事務

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成元年度事業期間 ～
実施方法 直営 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 国保特会 事業区分 義務的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト ○
根拠法令等 地方税法第17条から第17条の4

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象

目的

手段

事務内容 国民健康保険税の過誤納付金及び還付加算金の支払事務

（単位：千円）【コスト】
令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 18,099 22,799 25,070
事業費 16,779 21,459 23,670
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 0 0 0
一般財源 16,779 21,459 23,670

人件費計 1,320 1,340 1,400
正規（人） 0.20 0.20 0.20

その他経費 0 0 0

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

支払総額（千円） 支払総額（千円） 支払総額（千円）
16,779 21,459 23,670

【事務事業活動実績】

IP27P040



   4頁
令和 7年11月 6日事務事業評価シート（２/２）
17時01分08秒

評価年度 令和 6年度 進捗区分 １次評価
所属 0001154010 国保年金課国保係
事務事業 02253 国民健康保険償還金加算金事務

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 法定事務のため、他の事業主体が行うものではありません。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 適切な事務を行うことが、市民ニーズの向上に繋がります。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3

理由
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 誤りのないよう、正確かつ適正な事務に努めています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 他の自治体も同様の事務を行っています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
地方税法に基づく事務であり、今後も法令に沿った還付金等の支払いを適正に行ってまいります。

採択

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



   5頁
令和 7年11月 6日事務事業評価シート（１/２）
17時01分08秒

【関連予算情報】評価年度 令和 6年度 進捗区分 １次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001154010 国保年金課国保係

事務事業 02260 国民健康保険被保険者資格管理事務 電話番号 0566-71-2230
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 001 しくみ
分野別 003 ３福祉
施策の取組 006 健康保険・福祉医療制度の提供
事務事業 012 国民健康保険被保険者資格管理事務

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成元年度事業期間 ～
実施方法 直営 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 国保特会 事業区分 義務的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト ○
根拠法令等 国民健康保険法

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象

目的

手段

事務内容 国民健康保険の資格異動の管理

（単位：千円）【コスト】
令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 20,876 21,881 23,536
事業費 3,056 3,791 4,636
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 0 0 0
一般財源 3,056 3,791 4,636

人件費計 17,820 18,090 18,900
正規（人） 2.70 2.70 2.70

その他経費 0 0 0

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

取得・適用件数 取得・適用件数 取得・適用件数
6,495件 6,465件 6,210件
喪失・終了件数 喪失・終了件数 喪失・終了件数
7,748件 7,869件 7,558件

【事務事業活動実績】

IP27P040



   6頁
令和 7年11月 6日事務事業評価シート（２/２）
17時01分08秒

評価年度 令和 6年度 進捗区分 １次評価
所属 0001154010 国保年金課国保係
事務事業 02260 国民健康保険被保険者資格管理事務

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 国保保険者事務のため、他の事業主体が行うものではありません。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 適正な資格管理は市民ニーズに繋がっています。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3

理由
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 窓口や広報等により、手続きについて啓発を図っています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 他の自治体も同様の事務を行っています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
賦課、保険給付を適正に行うためにも、資格管理は重要です。今後も資格の取得・適用・喪失・終了の適正な管

採択理に努めてまいります。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



   7頁
令和 7年11月 6日事務事業評価シート（１/２）
17時01分08秒

【関連予算情報】評価年度 令和 6年度 進捗区分 １次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001154010 国保年金課国保係

事務事業 02261 レセプト点検事業 電話番号 0566-71-2230
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 001 しくみ
分野別 003 ３福祉
施策の取組 006 健康保険・福祉医療制度の提供
事務事業 013 レセプト点検事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成元年度事業期間 ～
実施方法 一部委託 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 国保特会 事業区分 義務的／政策的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト ○
根拠法令等 国民健康保険法第45条第4項

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象 国民健康保険事業の保険者である安城市が

目的 適正に療養給付費を支給します。

手段 国保連合会による一次審査後の診療報酬明細書（レセプト）の請求内容について、二次審査を行い、適正に療養
給付費を支給できるようレセプトを点検します。

事務内容 レセプト点検事務

（単位：千円）【コスト】
令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 8,397 11,064 11,990
事業費 7,737 10,394 11,290
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 0 0 0
一般財源 7,737 10,394 11,290

人件費計 660 670 700
正規（人） 0.10 0.10 0.10

その他経費 0 0 0

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

・レセプト点検事務従 ・レセプト点検事務従 ・レセプト点検事務従
事者（会計年度任用職 事者（会計年度任用職 事者（会計年度任用職
員４名）によるレセプ 員４名）によるレセプ 員４名）によるレセプ
ト点検を実施 ト点検を実施 ト点検を実施
・業務委託による柔道 ・業務委託による柔道 ・業務委託による柔道【事務事業活動実績】
整復レセプト点検の実 整復レセプト点検の実 整復レセプト点検の実
施 施 施

IP27P040



   8頁
令和 7年11月 6日事務事業評価シート（２/２）
17時01分08秒

評価年度 令和 6年度 進捗区分 １次評価
所属 0001154010 国保年金課国保係
事務事業 02261 レセプト点検事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

被保険者１人あたり点 500.00 0.00 500.00
検効果額 円

726.00 1,091.00 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 国保保険者事務のため、他の事業主体が行うものではありません。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 診療報酬内容の点検は、他の事業主体が行うものではありません。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 １

理由 適切な点検を進めています。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 一部を委託するなど効率化を図っています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 他の自治体も同様の事務を行っています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
医療費の適正な支払いのためにレセプト点検は不可欠です。引き続き２次点検を行い、適正な医療費の執行に努

採択めます。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



   9頁
令和 7年11月 6日事務事業評価シート（１/２）
17時01分09秒

【関連予算情報】評価年度 令和 6年度 進捗区分 １次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001154010 国保年金課国保係

事務事業 02262 国保連合会負担金事務 電話番号 0566-71-2230
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 001 しくみ
分野別 003 ３福祉
施策の取組 006 健康保険・福祉医療制度の提供
事務事業 014 国保連合会負担金事務

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成元年度事業期間 ～
実施方法 直営 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 国保特会 事業区分 経常的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト ○
根拠法令等

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象

目的

手段

事務内容 国保連合会負担金支払事務

（単位：千円）【コスト】
令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 1,962 1,933 1,998
事業費 1,302 1,263 1,298
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 0 0 0
一般財源 1,302 1,263 1,298

人件費計 660 670 700
正規（人） 0.10 0.10 0.10

その他経費 0 0 0

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

負担金支払額（千円） 負担金支払額（千円） 負担金支払額（千円）
1,302 1,263 1,298

【事務事業活動実績】

IP27P040



  10頁
令和 7年11月 6日事務事業評価シート（２/２）
17時01分09秒

評価年度 令和 6年度 進捗区分 １次評価
所属 0001154010 国保年金課国保係
事務事業 02262 国保連合会負担金事務

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 国保保険者事務のため、他の事業主体が行うものではありません。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 確実な負担金の支払事務が、市民ニーズの向上に繋がっています。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3

理由
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ３

理由 負担金支払事務であるため、効率化の検討は困難です。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 他の自治体も同様の事務を行っています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
医療機関からの診療報酬の請求の処理などについては、国保連合会が県内の全市町村から共同処理として受託し

採択ています。診療報酬の支払等の処理が円滑にできるように連合会への負担金を適切に納めます。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



  11頁
令和 7年11月 6日事務事業評価シート（１/２）
17時01分09秒

【関連予算情報】評価年度 令和 6年度 進捗区分 １次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001154010 国保年金課国保係

事務事業 02269 国民健康保険税賦課徴収事務 電話番号 0566-71-2230
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 001 しくみ
分野別 003 ３福祉
施策の取組 006 健康保険・福祉医療制度の提供
事務事業 015 国民健康保険税賦課徴収事務

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成元年度事業期間 ～
実施方法 直営 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 国保特会 事業区分 義務的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト ○
根拠法令等 地方税法第703条の4、安城市国民健康保険税条例、安城市国民健康保険税条例施行規則

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象

目的

手段

事務内容 国民健康保険税の賦課及び徴収に係る事務（税額計算・納税通知書発送・所得調査等）、外国籍の国民健康保険
加入者のために４カ国語（ポルトガル語、英語、中国語、スペイン語）の国民健康保険税の制度説明の対応を当
初納税通知書（納付書払いのもの）で行います。

（単位：千円）【コスト】
令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 48,773 51,741 59,247
事業費 19,733 22,261 28,447
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 0 0 0
一般財源 19,733 22,261 28,447

人件費計 29,040 29,480 30,800
正規（人） 4.40 4.40 4.40

その他経費 0 0 0

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

現年分調定額（千円） 現年分調定額（千円） 現年分予算（千円）
3,406,445 3,646,040 3,503,174
現年分収納額（千円） 現年分収納額（千円）
3,286,351 3,507,875

【事務事業活動実績】

IP27P040



  12頁
令和 7年11月 6日事務事業評価シート（２/２）
17時01分09秒

評価年度 令和 6年度 進捗区分 １次評価
所属 0001154010 国保年金課国保係
事務事業 02269 国民健康保険税賦課徴収事務

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 税の賦課業務は、他の事業主体が行うものではありません。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 適切な賦課業務が、市民ニーズの向上に繋がります。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3

理由
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 納税通知書に税の説明書を同封し、課税内容の説明に努めています
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 他の市町村も同様の事務を行っています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
国民健康保険税は、国民健康保険事業を進めるうえで必要な財源の一つです。今後も引き続き適正な賦課・徴収

採択を行い、安定した国民健康保険事業の推進に努めてまいります。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



  13頁
令和 7年11月 6日事務事業評価シート（１/２）
17時01分09秒

【関連予算情報】評価年度 令和 6年度 進捗区分 １次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001154010 国保年金課国保係

事務事業 02275 国民健康保険適用適正化事務 電話番号 0566-71-2230
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 001 しくみ
分野別 003 ３福祉
施策の取組 006 健康保険・福祉医療制度の提供
事務事業 016 国民健康保険適用適正化事務

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成元年度事業期間 ～
実施方法 直営 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 国保特会 事業区分 義務的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト ○
根拠法令等 国民健康保険法

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象

目的

手段

事務内容 年金情報による資格調査、国民健康保険資格喪失勧奨通知発送、資格喪失処理事務等

（単位：千円）【コスト】
令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 1,980 2,010 2,100
事業費 0 0 0
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 0 0 0
一般財源 0 0 0

人件費計 1,980 2,010 2,100
正規（人） 0.30 0.30 0.30

その他経費 0 0 0

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

・資格取得勧奨通知 ・資格取得勧奨通知 ・資格取得勧奨通知
発送件数　126件 発送件数　87件 ・資格喪失勧奨通知
勧奨による加入者 勧奨による加入者
17件（13％） 9件（10％）
・資格喪失勧奨通知 ・資格喪失勧奨通知【事務事業活動実績】
発送件数　45件 発送件数　41件
勧奨による手続き者 勧奨による手続き者
26件（58％） 25件（61％）

IP27P040



  14頁
令和 7年11月 6日事務事業評価シート（２/２）
17時01分09秒

評価年度 令和 6年度 進捗区分 １次評価
所属 0001154010 国保年金課国保係
事務事業 02275 国民健康保険適用適正化事務

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 法定事務のため、他の事業主体が行うものではありません。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 適正な資格管理が、市民ニーズの向上に繋がります。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3

理由
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 定期的な資格管理が、健康保険の適正適用に繋がります。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 他の自治体も同様の事務を行っています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
国民健康保険適用の適正化については、広報等で啓発はしているものの、加入・脱退の手続きを忘れている人、

採択手続きを知らない人がいるため、引き続き加入・脱退時の手続きの啓発、手続きの勧奨に努めてまいります。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



  15頁
令和 7年11月 6日事務事業評価シート（１/２）
17時01分09秒

【関連予算情報】評価年度 令和 6年度 進捗区分 １次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001154010 国保年金課国保係

事務事業 02284 国民健康保険税収納率向上対策事業 電話番号 0566-71-2230
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 001 しくみ
分野別 003 ３福祉
施策の取組 006 健康保険・福祉医療制度の提供
事務事業 017 国民健康保険税収納率向上対策事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成元年度事業期間 ～
実施方法 直営 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 国保特会 事業区分 義務的／政策的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト ○
根拠法令等 安城市国民健康保険法第9条、安城市国民健康保険法施行規則第7条の2

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象 安城市の国民健康保険被保険者が

目的 国民健康保険税を納付します。

手段 収納率向上のため、口座振替の登録を推進します。また、滞納者との接触の機会を増やし、短期保険証及び資格
証明書の発行に際して納税相談を行います。

事務内容 国民健康保険税の口座振替登録勧奨（窓口での勧奨・勧奨通知の発送）
短期保険証及び資格証明書の発行とそれに係る納税相談

（単位：千円）【コスト】
令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 2,640 2,680 2,800
事業費 0 0 0
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 0 0 0
一般財源 0 0 0

人件費計 2,640 2,680 2,800
正規（人） 0.40 0.40 0.40

その他経費 0 0 0

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

・窓口での口座登録勧 ・窓口での口座登録勧 ・窓口での口座登録勧
奨や納税相談を実施 奨や納税相談を実施 奨や納税相談を実施
・口座登録勧奨通知の ・口座登録勧奨通知の ・口座登録勧奨通知の
発送 発送 発送
○口座振替率（当初課 ○口座振替率（当初課 ○口座振替率（当初課【事務事業活動実績】
税時）64.25％ 税時）62.81％ 税時）64.77％
○収納率（現年分） ○収納率（現年分） ○収納率（現年分）
96.47 96.21 95.40
％ ％ ％

IP27P040



  16頁
令和 7年11月 6日事務事業評価シート（２/２）
17時01分09秒

評価年度 令和 6年度 進捗区分 １次評価
所属 0001154010 国保年金課国保係
事務事業 02284 国民健康保険税収納率向上対策事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

国民健康保険税（現年 95.00 0.00 95.40
分）の収納率 ％

96.47 96.21 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 法定事務のため、他の事業主体が行うものではありません。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 収納率の向上が、市民ニーズに繋がります。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 １

理由 目標に対し、概ね順調に推移しています。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 １

理由 口座振替の勧奨に努めています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 他の自治体も同様の事務を行っています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
国民健康保険税は、重要な財源の一つであるため、国民健康保険税に対する理解を深め、また、納税への意識を

採択高め、引き続き収納率の向上に努めてまいります。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



  17頁
令和 7年11月 6日事務事業評価シート（１/２）
17時01分09秒

【関連予算情報】評価年度 令和 6年度 進捗区分 １次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001154010 国保年金課国保係

事務事業 02289 国民健康保険運営協議会事務 電話番号 0566-71-2230
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 001 しくみ
分野別 003 ３福祉
施策の取組 006 健康保険・福祉医療制度の提供
事務事業 018 国民健康保険運営協議会事務

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成元年度事業期間 ～
実施方法 直営 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 国保特会 事業区分 義務的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト ○
根拠法令等 国民健康保険法、安城市国民健康保険条例、安城市国民健康保険運営協議会規則

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象

目的

手段

事務内容 運営協議会の開催、委員への説明、諮問・答申に係る手続き等

（単位：千円）【コスト】
令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 900 2,250 2,501
事業費 240 240 401
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 0 0 0
一般財源 240 240 401

人件費計 660 2,010 2,100
正規（人） 0.10 0.30 0.30

その他経費 0 0 0

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

年２回開催 年２回開催 年２回開催
・前年度決算報告 ・前年度決算報告 ・前年度決算報告
・次年度予算報告 ・次年度予算報告 ・次年度予算報告
・データヘルス計画進 ・データヘルス計画進 ・データヘルス計画進
捗説明 捗説明 捗説明【事務事業活動実績】
・国民健康保険税の諮 ・国民健康保険税の諮 ・国民健康保険税の諮
問・答申 問・答申 問・答申

IP27P040



  18頁
令和 7年11月 6日事務事業評価シート（２/２）
17時01分09秒

評価年度 令和 6年度 進捗区分 １次評価
所属 0001154010 国保年金課国保係
事務事業 02289 国民健康保険運営協議会事務

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 法定の付属機関のため、他の事業主体が行うものではありません。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 審査結果が、市民ニーズの向上に繋がります。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3

理由
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 １

理由 適正に開催しています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 他の自治体も同様の事務を行っています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
安城市国民健康保険運営協議会は、国民健康保険事業の運営において重要事項を審議する法定の附属機関です。

採択県単位化後も様々な視点からの意見を聴聞する場として、引続き重要事項の審議をしてまいります。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



  19頁
令和 7年11月 6日事務事業評価シート（１/２）
17時01分09秒

【関連予算情報】評価年度 令和 6年度 進捗区分 １次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001154010 国保年金課国保係

事務事業 02295 健康増進事業 電話番号 0566-71-2230
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 001 しくみ
分野別 003 ３福祉
施策の取組 006 健康保険・福祉医療制度の提供
事務事業 006 健康増進事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成元年度事業期間 ～
実施方法 一部委託 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 国保特会 事業区分 義務的／政策的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト ○
根拠法令等 国民健康保険法第82条

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象 安城市の国民健康保険被保険者が

目的 健康を保持・増進します。

手段 医療費通知の送付、ヤング健診などの事業により、被保険者の健康の保持増進に努めます。また、ジェネリック
医薬品の利用促進や重症化予防により医療費の適正化に努めます。

事務内容 医療費通知の送付、ヤング健診事業（委託）、ジェネリック医薬品利用促進（差額通知・希望ケース配布）、重
症化予防事業等

（単位：千円）【コスト】
令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 25,578 24,964 33,917
事業費 16,338 15,584 24,117
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 0 0 0
一般財源 16,338 15,584 24,117

人件費計 9,240 9,380 9,800
正規（人） 1.40 1.40 1.40

その他経費 0 0 0

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

・医療費通知の送付 ・医療費通知の送付 ・医療費通知の送付
・ヤング健診事業 ・ヤング健診事業 ・ヤング健診事業
・スマホdeドック ・ジェネリック医薬品 ・ジェネリック医薬品
・ジェネリック医薬品 利用促進（差額通知・ 利用促進（差額通知・
利用促進（差額通知・ 希望ケース配布） 希望ケース配布）【事務事業活動実績】
希望ケース配布） ・重症化予防事業 ・重症化予防事業
・重症化予防事業

IP27P040



  20頁
令和 7年11月 6日事務事業評価シート（２/２）
17時01分09秒

評価年度 令和 6年度 進捗区分 １次評価
所属 0001154010 国保年金課国保係
事務事業 02295 健康増進事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

ヤング健診の受診率 11.00 0.00 9.50
％

9.00 9.60 0.00

ジェネリック医薬品の 80.00 0.00 78.50％利用率（数量ベース）
79.00 85.00 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 国保保険者事務のため、他の事業主体が行うものではありません。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 健康管理への関心など、市民ニーズに繋がっています。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 １

理由 勧奨通知作成を業者に委託したことも一因と考えられます。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 関係部署及び事業者との連携により効率化に努めています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 十分な取組みができています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
ヤング健診の受診率から、４０歳以上の健診への意識に比べ、若年層（４０歳未満）の健診への意識が低い傾向

採択があり、医療費の適正化を推進するためにも、若いうちから健康管理を意識するような生活習慣を身につける必
要があります。効果的な啓発を検討しながら、引き続き若年層への健康管理への意識向上を図ってまいります。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



  21頁
令和 7年11月 6日事務事業評価シート（１/２）
17時01分09秒

【関連予算情報】評価年度 令和 6年度 進捗区分 １次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001154010 国保年金課国保係

事務事業 02303 国庫返納金事務 電話番号 0566-71-2230
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 001 しくみ
分野別 003 ３福祉
施策の取組 006 健康保険・福祉医療制度の提供
事務事業 019 国庫返納金事務

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成元年度事業期間 ～
実施方法 直営 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 国保特会 事業区分 義務的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト ○
根拠法令等 補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律第18条

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象

目的

手段

事務内容 療養給付費負担金（国庫）返納事務等

（単位：千円）【コスト】
令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 1,477 1,643 1,882
事業費 157 303 482
国庫支出金 0 0 0
県支出金 0 0 0
地方債 0 0 0
その他 0 0 0
一般財源 157 303 482

人件費計 1,320 1,340 1,400
正規（人） 0.20 0.20 0.20

その他経費 0 0 0

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

返納金予算額（千円） 返納金予算額（千円） 返納金予算額（千円）
157 303 482

【事務事業活動実績】

IP27P040



  22頁
令和 7年11月 6日事務事業評価シート（２/２）
17時01分09秒

評価年度 令和 6年度 進捗区分 １次評価
所属 0001154010 国保年金課国保係
事務事業 02303 国庫返納金事務

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 国保保険者事務のため、他の事業主体が行うものではありません。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 ３

理由 適切な清算処理を行う必要があります。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3

理由
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 １

理由 負担金清算事務のため、効率性等の検討は困難です。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 他の自治体も同様の業務を行っています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
返納金は、交付額と実績額に差額が生じた場合に返納金として国、県等に返還します。

採択

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



  23頁
令和 7年11月 6日事務事業評価シート（１/２）
17時01分09秒

【関連予算情報】評価年度 令和 6年度 進捗区分 １次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001154010 国保年金課国保係

事務事業 02329 特定健康診査等事業 電話番号 0566-71-2230
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 001 しくみ
分野別 003 ３福祉
施策の取組 006 健康保険・福祉医療制度の提供
事務事業 007 特定健康診査等事業

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成元年度事業期間 ～
実施方法 一部委託 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 国保特会 事業区分 義務的／政策的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト ○
根拠法令等 高齢者の医療の確保に関する法律第20条

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象 特定健康診査等の対象者が

目的 健診・指導を受けて、生活習慣病を予防します。

手段 ４０歳以上の被保険者に対して保険者が行う生活習慣病に着目した特定健康診査及び特定保健指導を健康推進課
に委託し実施します。

事務内容 特定健康診査及び特定保健指導の実施、受診勧奨

（単位：千円）【コスト】
令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 119,502 115,166 144,065
事業費 115,542 111,146 139,865
国庫支出金 0 0 0
県支出金 31,107 32,163 41,496
地方債 0 0 0
その他 0 0 0
一般財源 84,435 78,983 98,369

人件費計 3,960 4,020 4,200
正規（人） 0.60 0.60 0.60

その他経費 0 0 0

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

・特定健康診査 ・特定健康診査 ・特定健康診査
・特定保健指導 ・特定保健指導 ・特定保健指導
・受診勧奨通知 ・受診勧奨通知 ・受診勧奨通知

【事務事業活動実績】

IP27P040



  24頁
令和 7年11月 6日事務事業評価シート（２/２）
17時01分09秒

評価年度 令和 6年度 進捗区分 １次評価
所属 0001154010 国保年金課国保係
事務事業 02329 特定健康診査等事業

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

特定健康診査受診率（ 60.00 0.00 48.00
５月末速報値） ％

45.10 46.00 0.00

特定保健指導実施率（ 60.00 0.00 20.00％５月末速報値）
13.80 8.80 0.00

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 法定事務のため、他の事業主体が行うものではありません。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 定期的に健診を受ける方がおり、市民ニーズの向上に繋がります。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3 ２

理由 効果的な勧奨方法の検討が必要です。
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 ２

理由 受診勧奨方法について検討を行っています。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 他の自治体も同様の事務を行っています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
特定健診・特定保健指導は法律に基づき実施をしています。国の目標値はそれぞれ６０％で、現在の実施率と乖

採択離している状況です。病気の早期発見・早期治療に繋げるためにも、健康推進課及び安城市医師会、各関係機関
と連携して健診の重要性を啓発していきます。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



  25頁
令和 7年11月 6日事務事業評価シート（１/２）
17時01分09秒

【関連予算情報】評価年度 令和 6年度 進捗区分 １次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001154010 国保年金課国保係

事務事業 02385 国民健康保険事業特別会計繰出事務 電話番号 0566-71-2230
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 001 しくみ
分野別 003 ３福祉
施策の取組 006 健康保険・福祉医療制度の提供
事務事業 020 国民健康保険事業特別会計繰出事務

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成元年度事業期間 ～
実施方法 直営 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 一般会計 事業区分 義務的／政策的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト ○
根拠法令等 国民健康保険法

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象

目的

手段

事務内容 保険基盤安定制度、財政安定化支援制度、法定及び法定外の繰出金について必要額を国保特別会計に繰出します
。

（単位：千円）【コスト】
令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 1,119,354 1,169,015 1,168,316
事業費 1,118,694 1,168,345 1,167,616
国庫支出金 125,870 135,396 142,264
県支出金 341,067 361,241 322,834
地方債 0 0 0
その他 0 0 0
一般財源 651,757 671,708 702,518

人件費計 660 670 700
正規（人） 0.10 0.10 0.10

その他経費 0 0 0

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

保険基盤安定（千円） 保険基盤安定（千円） 保険基盤安定（千円）
614,389 652,176 608,588
財政安定化支援制度（ 財政安定化支援制度（ 財政安定化支援制度（
千円） 千円） 千円）
46,237 47,356 45,243【事務事業活動実績】
その他繰出金（千円） その他繰出金（千円） その他繰出金（千円）
458,068 468,813 513,785

IP27P040



  26頁
令和 7年11月 6日事務事業評価シート（２/２）
17時01分09秒

評価年度 令和 6年度 進捗区分 １次評価
所属 0001154010 国保年金課国保係
事務事業 02385 国民健康保険事業特別会計繰出事務

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 内部事務のため、他の事業主体が行うものではありません。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 国保財政の安定が、被保険者のサービス向上に繋がります。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3

理由
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 １

理由 赤字補填目的の繰出しを行っていません。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 他の自治体も同様の事務を行っています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
保険基盤安定制度、財政安定化支援制度、法定及び法定外による繰出しは、国民健康保険事業の安定化を図るた

採択めに行っており、今後も引き続き必要額を国保特別会計に繰出す必要があります。一方で、国においては、法定
外の繰入金を削減していく方針を示しています。国民健康保険事業は、県単位化により安定した財政運営を実現
することとなりましたが、引き続き安定した財政運営を推進するために必要額の繰出しを行ってまいります。１次コメント

（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041



  27頁
令和 7年11月 6日事務事業評価シート（１/２）
17時01分09秒

【関連予算情報】評価年度 令和 6年度 進捗区分 １次評価
予算事業 予算所属名称予算事業番号所属 0001154010 国保年金課国保係

事務事業 03000 国民健康保険事業費納付金事務 電話番号 0566-71-2230
【基本情報】
計画次数 03 第９次安城市総合計画
重点戦略 001 しくみ
分野別 003 ３福祉
施策の取組 006 健康保険・福祉医療制度の提供
事務事業 021 国民健康保険事業費納付金事務

新規継続区分 継続 経常臨時区分経費区分 経常経費 経常

平成30年度事業期間 ～
実施方法 直営 補助単独区分 単独 ハードソフト ハード事業
会計区分 国保特会 事業区分 義務的 性質別費目
重点戦略 マニフェスト ○
根拠法令等 国民健康保険法第７５条の７第２項

所属長名
担当者

備考

【事業分析】
対象

目的

手段

事務内容 国民健康保険事業費納付金算出に係る数値報告事務、納付金の支払事務

（単位：千円）【コスト】
令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度
決算額 決算額 予算額

トータルコスト 4,775,993 4,928,501 4,794,743
事業費 4,775,333 4,927,831 4,794,043
国庫支出金 0 0 0
県支出金 242,179 213,731 249,968
地方債 0 0 0
その他 660,626 699,532 653,831
一般財源 3,872,528 4,014,568 3,890,244

人件費計 660 670 700
正規（人） 0.10 0.10 0.10

その他経費 0 0 0

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

納付金額（千円） 納付金額（千円） 納付金額（千円）
4,775,333 4,927,831 4,794,043

【事務事業活動実績】

IP27P040



  28頁
令和 7年11月 6日事務事業評価シート（２/２）
17時01分09秒

評価年度 令和 6年度 進捗区分 １次評価
所属 0001154010 国保年金課国保係
事務事業 03000 国民健康保険事業費納付金事務

上段：目標値　下段：実績値【定量評価】
指標名 単位 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

【定性評価】
評価の観点カテゴリ 基準 ランク

必要性 国・県・民間等との補 １ 国・県・民間等がサービスを行っていない
完性 ２ 国・県・民間等のサービスは不十分で、市で補完する必要がある

国・県・民間等が同様のサービスを行っている３1 １
理由 法定の事務であるため、他の事業主体が行うものではありません。
必要性 市民ニーズの有無 １ 市民ニーズは充分にある

２ 社会情勢の変化等により市民ニーズは低下している
市民ニーズはない又は不明である３2 １

理由 安定的な国保運営が、市民ニーズの向上に繋がります。
有効性 目標に対する進捗状況 １ 目標を上回る又は目標どおりの進捗である

２ 目標を下回る進捗状況である
進捗はかなり遅れている３3

理由
効率性 事業の効率化・事業費 １ 事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている

の削減 ２ 事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる
事業手法の検討や事務改善にあまり取り組めていない３4 １

理由 法令に沿った事務であり、効率性を検討することは困難です。
公平性 事業規模・サービス水 １ 環境変化や他自治体等と比較して適正である。

準 ２ 環境変化や他自治体等と比較してあまり適正でない。
環境変化や他自治体等と比較して適正でない。３5 １

理由 他の自治体も同様の事務を行っています。
【１次評価結果】

維持・継続事業の方向性
国民健康保険の県単位化に伴い、愛知県が財政運営の責任主体となりました。引き続き安定的な財政運営に資す

採択るよう本事業を進めてまいります。

１次コメント
（４００文字）

予算の方向性

【２次評価結果】
評価未実施事業の方向性
本事業においては、２次評価を実施していません。

２次コメント
（４００文字）

IP27P041


















































